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再
犯
防
止
推
進 

計
画
に
つ
い
て

　

石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策

定
状
況
に
つ
い
て
。

　
防
災
安
全
部
長
　（
仮
称
）
町

田
市
地
域
ホ
ッ
と
プ
ラ
ン
の
中
に

位
置
づ
け
、
２２
年
３
月
の
完
成
を

目
指
し
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
に

向
け
た
申
請
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
１
回
目
の

申
請
受
付
を
１９
年
１０
月
か
ら
２０
年

３
月
ま
で
行
い
、
２１
年
１
月
１
日

に
１
２
８
・
０３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
指

定
公
示
を
行
い
ま
し
た
。
２
回
目

は
２０
年
１０
月
か
ら
２１
年
４
月
ま
で

行
い
、
３１
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
受

け
付
け
、
２２
年
１
月
１
日
に
指
定

公
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

特
定
生
産
緑
地
の
こ
れ
ま

で
の
申
請
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
１
つ
目
は

土
地
所
有
者
に
制
度
周
知
を
徹
底

し
ま
し
た
。
２
つ
目
は
個
別
相
談

で
き
る
窓
口
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

３
つ
目
は
戸
別
訪
問
や
電
話
に
よ

る
案
内
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
協 

力
員
待
遇
改
善
を

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
協
力
員
は
、

市
の
指
揮
監
督
下
の
勤
務
実
態
か

ら
労
働
者
性
が
あ
る
。
法
的
地
位

の
確
保
、
待
遇
改
善
、
補
償
を
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
協
力
員

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
辞
め
ら
れ
た
後
の
補
償
を
行

う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問　

国
際
版
画
美
術
館
と
芹
ヶ

谷
公
園
を
壊
す
（
仮
称
）
国
際
工

芸
美
術
館
一
体
工
事
は
白
紙
撤
回

し
、
市
民
と
共
に
再
検
討
す
べ
き
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
国

際
版
画
美
術
館
と
の
調
和
や
周
囲

の
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
整

備
し
ま
す
。
今
後
も
市
民
と
の
対

話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

消
防
団
員
の
報
酬
、
出
動

手
当
支
給
の
問
題
点
へ
の
対
策
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
報
酬
や
出
動

手
当
等
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
消

防
団
と
検
討
し
た
結
果
、
２１
年
度

前
期
分
か
ら
、
団
員
個
人
の
口
座

に
そ
れ
ぞ
れ
振
込
と
し
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ 

の
ま
ち
づ
く
り

　

村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」

を
策
定
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
２１
年
度
は
、
原

町
田
大
通
り
の
一
部
を
簡
易
的
な

パ
ー
ク
レ
ッ
ト
に
転
用
し
、
社
会

実
験
を
実
施
し
、
周
辺
へ
の
波
及

効
果
な
ど
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　
芹
ヶ
谷
公
園〝
芸
術
の
杜
〟

整
備
事
業
の
現
状
の
課
題
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
財
源
確
保
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
丁
寧
な
説
明

を
行
う
な
ど
、
多
く
の
方
に
ご
理

解
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

交
通
不
便
地
域
等
の
身
近

な
地
域
の
移
動
に
つ
い
て
、
次
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
を
活
用
し
た
自
家

用
車
に
依
存
し
な
い
地
域
内
の
移

動
環
境
の
創
出
な
ど
、
地
域
に
あ

る
輸
送
資
源
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
や
さ
し 

い
ま
ち
づ
く
り

　

若
林
章
喜
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

学
校
で
認
知
症
へ
の
理
解

を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
指
導
室
長
　
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
教
員
に
対
し
認
知
症
へ
の

理
解
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
、

人
権
教
育
研
修
を
通
し
て
、
１６
の

ま
ち
だ
ア
イ
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

認
知
症
に
や
さ
し
い
市
役

所
と
し
て
、
全
て
の
職
員
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
後
も

よ
り
多
く
の
職
員
が
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
な
れ
る
よ
う
、
着
実
に

講
座
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

市
民
病
院
の
次
期
中
期
経

営
計
画
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
質

の
高
さ
を
、
市
民
に
分
か
り
や
く

周
知
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
場
等
を
通
じ
て
、

市
民
病
院
の
質
の
高
い
医
療
を
地

域
の
皆
様
に
周
知
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
五
輪
観 

戦
計
画
は
中
止
に

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
６４
歳
以
下
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
時
の
混
雑
や

混
乱
を
解
消
す
る
取
組
を
問
う
。

　
髙
橋
副
市
長
　
接
種
券
を
年
齢

ご
と
に
分
け
て
計
画
的
に
発
送
し

ま
す
の
で
、
大
き
な
混
雑
は
発
生

し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
は
、

ア
ク
セ
ス
数
が
増
加
し
て
も
対
応

で
き
る
環
境
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
問　

小
中
学
生
の
オ
リ
・
パ
ラ

競
技
観
戦
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
中
止
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
都
か
ら
観
戦

規
模
、
感
染
症
対
策
内
容
な
ど
が

示
さ
れ
た
後
、
小
中
学
校
の
意
向

を
聞
い
た
上
で
、
子
ど
も
の
安
全

安
心
を
最
優
先
と
し
て
観
戦
の
是

非
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

小
中
学
校
ト
イ
レ
に
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
を
置
く
よ
う
に
求
め

る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
よ
り
使
い
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
配
布

の
方
法
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
な
鶴
見
川
／ 

３５
人
学
級
実
現

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

一
般
競
争
入
札
に
お
け
る

「
く
じ
引
」
が
頻
発
し
て
い
る
。

事
業
者
の
意
欲
興
盛
、
業
界
の
活

性
化
に
逆
行
す
る
。
対
応
策
を
。

　
財
務
部
長
　
く
じ
に
よ
る
事
業

者
決
定
を
少
な
く
し
て
い
く
こ
と

も
含
め
て
、
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問　
「
３５
人
学
級
」
と
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
、
個
別

最
適
・
協
働
的
な
学
び
の
実
現
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
全
て
の
小
中
学
校

で
進
め
、
少
人
数
指
導
に
よ
る
細

や
か
な
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と

で
実
現
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　
「
三
輪
町
・
三
輪
緑
山
」

を
中
心
に
鶴
見
川
の
流
域
管
理
に

不
安
の
声
が
あ
る
。
改
善
を
求
む
。

　
下
水
道
部
長
　
土
砂
や
草
木
な

ど
、
川
の
流
れ
に
支
障
を
来
す
こ

と
が
な
い
よ
う
、
鶴
見
川
、
真
光

寺
川
、
麻
生
川
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
河
川
管
理
者
に
適
切
な
維
持

管
理
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の 

利
用
改
善
を
都
に

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

中
小
企
業
者
、
個
人
事
業

主
へ
の
支
援
の
現
状
と
課
題
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
中
小
企
業
者

家
賃
補
助
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
、
飲
食

事
業
者
応
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
デ
リ
バ
リ
ー
・
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
支
援
給
付
金
は
、
さ
ら
な
る

周
知
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

豪
雨
災
害
・
土
砂
災
害
に

備
え
た
避
難
施
設
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
「
３
密
」
回
避
の
対
策
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
風
水
害
時
避

難
施
設
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
避
難
施
設
で
の
感
染
症

対
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
屋
内
型
簡
易
避
難
用
テ
ン
ト

を
全
避
難
施
設
に
配
備
し
ま
し
た
。

　
問　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
改

善
を
東
京
都
に
働
き
か
け
、
高
齢

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
中
間
所

得
層
に
向
け
た
利
用
料
軽
減
枠
の

新
設
は
、
既
に
東
京
都
市
長
会
か

ら
都
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

弱
者
へ
の
ワ
ク
チ 

ン
接
種
／
子
育
て

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

在
宅
医
療
や
精
神
疾
患
の

方
、
障
が
い
者
施
設
入
所
の
方
な

ど
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
応
は
。

　
臨
時
接
種
担
当
部
長
　
在
宅
治

療
等
を
行
っ
て
い
る
方
で
す
が
、

医
療
機
関
に
協
力
い
た
だ
き
、
在

宅
接
種
を
し
て
い
ま
す
。
障
が
い

者
入
所
施
設
な
ど
も
、
現
在
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

待
機
児
童
地
域
差
是
正
の

短
期
的
取
組
と
中
長
期
的
方
針
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
短
期
的
取

組
と
し
て
、
待
機
児
童
が
多
い
南

地
区
に
小
規
模
保
育
所
を
整
備
す

る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
中
長

期
は
施
設
確
保
等
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
施
設
整
備
以
外
は
既

存
園
を
活
用
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
全
世
代

に
向
け
た
地
域
の
食
の
拠
点
を
目

指
す
べ
き
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
市
長
　
食
を
通
じ
た
地
域
み
ん

な
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

機
能
さ
せ
て
い
く
考
え
方
で
す
。

相
原
駅
周
辺
道
路 

事
業
の
進
捗
は

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問　

相
原
駅
周
辺
で
進
め
ら
れ

て
い
る
大
戸
踏
切
立
体
化
事
業
、

相
原
駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
と

東
口
の
将
来
像
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
都
が
進
め
る
大

戸
踏
切
立
体
化
事
業
は
、
都
市
計

画
事
業
の
認
可
期
間
が
２１
年
か
ら

７
年
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

仮
設
道
路
整
備
に
着
手
す
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
相
原
駅
東
口
ア
ク

セ
ス
路
整
備
事
業
で
す
が
、
町
田

市
相
原
駅
東
口
地
区
ま
ち
づ
く
り

構
想
に
基
づ
き
、
町
田
街
道
と
駅

東
口
を
結
ぶ
新
た
な
ア
ク
セ
ス
路

と
し
て
、
幅
員
１２
メ
ー
ト
ル
と
６

メ
ー
ト
ル
道
路
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。
２０
年
度
か
ら
用
地
取
得
に

着
手
し
、
併
せ
て
無
電
柱
化
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
相

原
駅
東
口
の
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
利
用
で
き
る

広
場
と
し
て
整
備
予
定
で
す
。
今

後
、
大
戸
踏
切
立
体
化
事
業
と
連

携
し
、
２８
年
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

新
た
な
団
地
再
生 

方
針
に
つ
い
て

　

白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問　

２
０
１
３
年
策
定
の
町
田

市
団
地
再
生
基
本
方
針
の
現
在
ま

で
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
１３
年
６
月

に
木
曽
山
崎
団
地
地
区
、
１６
年
３

月
に
鶴
川
団
地
と
そ
の
周
辺
地
区
、

１９
年
８
月
に
小
山
田
桜
台
団
地
地

区
で
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　
問　

２
０
２
２
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
新
た
な
団
地
再
生
基
本
方

針
の
主
な
改
定
内
容
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
特
徴
は
、

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
町
田
方

面
延
伸
に
伴
う
町
田
駅
と
新
駅
周

辺
や
、
鶴
川
団
地
を
重
点
的
に
取

り
組
む
地
区
と
し
て
方
向
性
を
整

理
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

藤
の
台
団
地
を
始
め
、
多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
で
な
い

団
地
再
生
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
ハ
ー
ド
面

の
再
生
に
向
け
た
団
地
所
有
者
の

強
い
意
向
が
確
認
で
き
れ
ば
、
積

極
的
に
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。藤の台団地

鶴見川


